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C O N T E N T S
　■歩く歩く白浜ウォーキング

　■乳幼児医療費（子ども医療費）対象者拡大のお知らせ

　■平成２３年度白浜町職員採用試験案内

　■お知らせ information

　■まちのわだい

　■町長だより

　■健康だより

　■社協だより ふくししらはま

　■中央公民館だより／日置川拠点公民館だより

　■じどうかんへ行こう／図書館だより

　■わがやのスター／しらはま俳壇コーナー　

 地域安全パレード
 ～犯罪・事故のないまちづくりをめざして～
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こころとからだを健康に！！

「ウォーキングを始めてみたい」、

「ウォーキング仲間を見つけたい」、

「ぽっこりお腹を撃退したい」 というあなた！！

身体を動かして 「歩く歩く ( ほくほく )」 ・ ・ ・

こころを健康にして 「ほくほく」 ・ ・ ・

たくさんの 「ほくほく」 仲間を見つけて、

みんなで楽しく

　　　　ウォーキングをしませんか？

　白浜町にお住まいで、２０歳以上の方はご参加いただけます。
　下記の留意点をご確認のうえ、お申し込みください。
　お申し込みいただいた方には、詳細な日程・内容等のご案内をお送りします。

◆申込期間　　　８月１日 ( 月 ) ～１９日 ( 金 ) 　午前８時３０分～午後５時まで ( 土・日除く）
◆歩数計貸与数　先着１５０人（定員になり次第、締め切り）
※歩数計をより多くの方に活用していただくため、一度貸与を受けられた方は、紛失・故障などの場合でも原則
として再度貸与を受けることができませんので、あらかじめご了承ください。
◆申込方法　　　電話またはファックスにてお申し込みください。
　　　　　　　　ファックスでの申し込みは、８月初旬に入る新聞の折込チラシの裏面をご利用ください。
　　　　　　　　直接窓口でのお申し込みも可能です。
　　　　　　　　電話または窓口でのお申し込みの際に、①氏名　②生年月日　③住所　④電話番号　⑤体重　
　　　　　　　　⑥歩幅　⑦ウォーキング大会参加希望の有無　⑧通院中の疾患名　の項目についてお伺いしま
　　　　　　　　す。
※体重と歩幅の値は歩数計に入力し、正確な歩数を測るために必要な情報となります。
　歩幅が分からない場合は、平均の歩幅を算出しますので身長を記入してください。

■お申し込み・お問い合わせ先■
民生課　健康増進係 ( 保健センター内 )

Tel ４３－０１７８　Fax ４２－３２４６
民生課　医療保険係
Tel ４３－６５８５

第３弾！

あなたも始めて

みませんか？

【歩幅の正しい測り方】

　　歩幅はつま先からつま先までが正しい歩幅です。
　　正確に平均歩幅を測るには、歩いた合計距離を歩数で割ります。
　　下の式のように計算してください。

　　（例）１０歩歩いた合計距離が５．５ｍ（５５０㎝）の場合
　　　　　５．５ｍ（合計距離）÷１０歩（歩数）＝５５㎝（歩幅）
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歩
ほ

く歩
ほ

くウォーキング説明会

◆日　時　９月２３日（金・祝）　午後１時３０分～３時３０分

　　　　　　　　  ◆場　所　白浜会館（阪田）

　　　　　　　　・平成２３年度事業内容説明

　　　　　　　　・歩数計の貸与

　　　　　　　　・健康講義（正しいウォーキングフォーム、ウォーキングの注意事項等）　

　　　　　　　　　　講師　（株）ミズノスポーツサービス　中
なか

村
むら

　晃
てる

之
ゆき

　氏　

　　　　　　　　・歩数計の無料電池交換（平成２１・２２年度参加者対象）

新規申込者は、歩数計を貸与しますので必ずご参加ください。

（代理でも可。代理の出席も難しい場合は、事業の参加をご遠慮いただくことがあります。）

ウォーキングの実践・歩数データの登録

　　　　　　　　　歩数計を窓口にお持ちいただくと歩数データが登録できます。

　　　　　　　　　歩数データを登録すると、歩数の推移が分かりやすくグラフになった記録表

　　　　　　　　をお渡しします。

　　　　　　　　　歩数計は歩数データを４２日分記録できますので、できるだけ月に一度歩数

　　　　　　　　データの登録を行ってください。

　　　　　　　　　窓口は、民生課健康増進係（中央保健センター内）と日置川事務所です。

世界遺産ウォーキング大会

　　　　　　　　　　◆日　程　１２月１０日（土）

　　　　　　　　　　◆定　員　先着２００人（新規申込者優先）

  ◆参加費　５００円（別途傷害保険料１００円程度がかかります）

　　　　　　　　　　　和歌山県が誇る世界遺産、熊野古道を歩きます。

　　　　　　　　　　　今年のコースは発心門王子～熊野本宮大社（約６．９ｋｍ）です。

　　　　　　　　　　　ゆるやかな坂が続く、比較的初心者向きのコースですが、身体に

　　　　　　　　　　負担となる場合がありますので、医療機関に通院されている方は必

　　　　　　　　　　ず運動の許可を得てから参加してください。

事　業　内　容

効果的なウォーキング方法を身につけ、自らの健康を考えて自主的に運動することで、

健康を維持・増進し生活習慣病を予防すること等を目的として実施しています。

※より詳細な内容については、お申し込み後にご案内をお送りします。
　また、平成２１・２２年度参加者の方も説明会及び世界遺産ウォーキング大会にご参加いただけます。
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【
対
象
者
】

　

白
浜
町
に
住
所
を
有
す
る
０
歳

～
12
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
方
で
す
。（
現

行
は
、
０
歳
～
10
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

※
公
費
（
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）

医
療
費
、ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
、

児
童
福
祉
施
設
措
置
費
等
）
や
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

乳
幼
児
医
療
費
（
子
ど
も
医
療
費
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
者
拡
大
の
お
知
ら
せ

　

白
浜
町
で
は
、
子
ど
も
の
疾
病
の
早
期
発
見
お
よ
び
早
期
治
療
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
と
も
な
う
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
平
成
23
年
７
月
１
日
か
ら
現
行
の
乳
幼
児
医
療
費
の
対
象
者

を
拡
大
し
、
０
歳
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
を
対
象
に
し
た
子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

問
役
場
民
生
課
医
療
保
険
係　

☎
４
３
ー
６
５
８
５

子ども医療費受給者証

負担者番号 8 1 3 0 0 3 8 6

受給者番号
受
給
者

 住所

 氏名

子
ど
も

 住所

 氏名

 生年月日

有効期限
から

まで

発行機関名 和歌山県西牟婁郡

及　び　印 　　　白浜町長

対象となった方には、

受給者証を交付させて

いただきます。

※現在、乳幼児医療費受給資格証

をお持ちの方は申請の必要はあり

ませんので、現在お持ちの受給資

格証をお使いください。

【
申
請
が
必
要
で
す
】

　

新
規
に
対
象
と
な
る
小
学

５
・
６
年
生
の
方
が
助
成
を
受
け

る
に
は
、
町
へ
の
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
が
遅
れ
て
し
ま
う
と
、

助
成
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
ご
案
内

お
よ
び
申
請
書
を
６
月
下
旬
に
送

付
し
て
い
ま
す
。（
申
請
書
が
お

手
元
に
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

◆
申
請
期
限

　

８
月
31
日
（
水
）
午
後
５
時
15

分
ま
で
（
土
・
日
・
祝
は
除
く
）

◆
申
請
時
必
要
な
も
の

　

申
請
書
、
健
康
保
険
証
（
子
ど

も
・
保
護
者
）、
認
印

◆
申
請
受
付
窓
口

　

民
生
課
医
療
保
険
係
、
富
田
事

務
所
、
日
置
川
事
務
所

※
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
（
う

す
い
水
色
）
は
申
請
時
に
随
時
交

付
ま
た
は
後
日
郵
送
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
小
学
校
就
学
前
の
方
に
つ
い
て

は
、
申
請
の
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
新
し
い
子
ど
も
医
療
費

受
給
者
証
に
つ
い
て
も
送
付
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
現
在
お
持
ち
の

乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
証
お
よ

び
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
を
お

使
い
く
だ
さ
い
。

【
医
療
を
受
け
る
と
き
】

●
和
歌
山
県
内
の
医
療
機
関
で
受

診
す
る
と
き

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
、
健
康
保
険

証
と
と
も
に
子
ど
も
医
療
費
受
給

資
格
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
は
、

医
療
機
関
か
ら
町
へ
請
求
さ
れ
ま

す
の
で
、
医
療
機
関
窓
口
で
の
お

支
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
予
防

接
種
等
、
保
険
の
適
用
さ
れ
な
い

費
用
に
つ
い
て
は
助
成
対
象
外
）

●
和
歌
山
県
外
の
医
療
機
関
で
受

診
す
る
と
き

　

県
外
で
受
診
さ
れ
た
際
に
は
、

医
療
機
関
窓
口
で
い
っ
た
ん
診
療

費
の
自
己
負
担
分
を
支
払
い
、
領

収
書
な
ど
を
も
ら
っ
て
、
民
生
課

医
療
保
険
係
ま
た
は
富
田
事
務

所
・
日
置
川
事
務
所
で
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

申
請
に
は
、
健
康
保
険
証
・
領

収
書
・
受
給
資
格
者
証
・
印
鑑
・

通
帳
が
必
要
で
す
。
申
請
し
て
い

た
だ
い
た
後
、申
請
額
を
確
認
し
、

後
日
決
定
額
を
支
給
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
就
学
後
の
方
に
つ

い
て
は
入
院
時
の
食
事
療
養
費
は

対
象
外
）
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平成２３年度 白浜町職員採用試験案内
　白浜町では、次のとおり職員採用試験を実施します。

　受験を希望される方は、案内に従い受付期間内に必要書類をご提出ください。

問役場総務課庶務係　☎４３－６５８３

職 種 区 分 採用予定人員 職 務 内 容

一般事務職 ２人程度 一般事務に従事

消 防 職 １人程度 消防業務に従事

１．職種区分、採用予定人員および職務内容

２．採用年月日　平成 24 年 4 月 1 日

３．受験資格
（１）一般試験

　【一般事務職】
　昭和 51 年４月２日から平成 6 年４月１日までに生
　まれた人
　【消防職】
　昭和 59 年４月２日（救急救命士免許を有する人は
　昭和 57 年４月２日）から平成 6 年４月１日までに
　生まれた人で、在職中白浜町内またはすさみ町内に
　居住できる人

（２）資格を有する試験
　【主任介護支援専門員職】
　昭和 47 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、主任介護
　支援専門員資格を有する人（平成 23 年度中に取得
　見込みの人を含みます。ただし、資格を取得できな
　かった場合、合格しても採用資格を失います。）

　【専門技術員職（一級建築士）】
　昭和 57 年４月２日以降に生まれた人で、一級建築
　士の資格を有する人（平成 23 年度中に取得見込み
　の人を含みます。ただし、資格を取得できなかった
　場合、合格しても採用資格を失います。）

４．試験の実施日時および場所
　（１）第１次試験
　◆日時　平成 23 年９月 18 日（日）午前 9 時～
　◆場所　白浜会館（白浜町 1 番地の 1）
　（２）第２次試験
　◆日時　平成 23 年 10 月下旬予定
　◆場所　白浜町役場（白浜町 1600 番地）予定

５．受付期間
　平成 23 年８月 4 日（木）～ 19 日（金）
　※土・日曜日を除く、午前８時 30 分～午後５時 15 分

６．申込用紙の請求および交付について
　【窓口での交付】　
　白浜町役場総務課庶務係・富田事務所・日置川事務所
　※土・日曜日を除く、午前８時 30 分～午後５時 15 分

　【郵送で請求される場合】
　封筒の表に『採用試験申込書請求』と朱書きし、　
　1 2 0 円 切 手 を 貼 っ た 宛 先 明 記 の 返 信 用 封 筒
　（縦 33㎝×横 24㎝程度）を必ず同封して、下記の
　宛先に送付してください。
　白浜町役場　総務課庶務係　宛て　
　〒 649-2211　和歌山県西牟婁郡白浜町 1600 番地

職 種 区 分 採用予定人員 職 務 内 容
主任介護支援専門員職 １人程度 専門業務および一般事務に従事

専門技術員職（一級建築士） １人程度 専門業務および一般事務に従事

（１）一般試験

（２）資格を有する試験

東日本大震災救援募金について
　３月１４日から役場本庁、富田事務所、日置川事務所、住民交流センター、安居出張所、市鹿野出張所に
募金箱を設置し、多くの皆さまにご支援をいただきました救援募金につきましては、７月１１日現在、総額
１３，００７，９５３円となりました。
　受付いたしました募金は、毎月１１日にまとめ、日本赤十字社和歌山県支部に送金しています。皆さまからの
ご厚情に心から感謝します。
　なお、募金箱は引き続き設置していますので、これからも温かいご支援をよろしくお願いします。

問東日本大震災白浜町救援対策本部（役場内）　☎４３－５５５５　
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お知らせ
INFORMATION

役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・保健センター　　　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，４０５人
　　　　　　（先月比　＋　６人）

　　　　男　　１０，９１６人
　　　　　　（先月比　＋　６人）

　　　　女　　１２，４８９人
　　　　　　（先月比　±　０人）

　世帯数　　１１，１２９世帯
　　　　　　（先月比　＋１５世帯）

※平成２３年７月１日現在

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
８
月
に

現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。現
況
届
は
平
成
23
年
度（
８

月
～
平
成
24
年
７
月
）
の
受
給
資

格
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。
提
出

が
遅
れ
た
り
提
出
し
な
か
っ
た
と

き
は
、
手
当
を
受
け
る
の
が
遅
れ

た
り
も
ら
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
中
に
本

人
が
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
か
ら

５
年
以
上
を
経
過
し
た
方
に
つ
い

て
は
、
現
況
届
の
時
に
「
児
童
扶

養
手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外

事
由
届
出
書
」
も
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
該
当
さ
れ
る
方
に
は
６
月

下
旬
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　

８
月
１
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

（
土
日
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◆
受
付
場
所

　

役
場
民
生
課
住
民
係

　

日
置
川
事
務
所
住
民
窓
口
係

　
（
富
田
事
務
所
に
つ
い
て
は
、

８
月
17
日
（
水
）
午
前
９
時
～
午

後
４
時
の
み
受
け
付
け
ま
す
。）

問
役
場
民
生
課
住
民
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
５

　

日
置
川
事
務
所
住
民
窓
口
係

　
　
　
　
　

☎
５
２
ー
２
３
０
１

心
の
健
康
教
室
の
開
設

　

今
ま
で
楽
し
め
て
い
た
こ
と
が

楽
し
め
な
い
、
何
を
し
て
も
だ
る

い
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
八
つ
当
た
り

を
し
て
し
ま
う
…
そ
の
よ
う
な
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。「
更
年
期

の
う
つ
病
予
防
」
を
テ
ー
マ
に
、

南
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー
の
厚こ

う

坊ぼ
う

浩ひ
ろ

史し

先
生
に
お
話
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

８
月
29
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
場
所　

日
置
川
拠
点
公
民
館

問
役
場
民
生
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
７
０
２

「
白
浜
町
第
５
期
介
護
保
険
事

業
計
画
・
老
人
福
祉
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す

　

白
浜
町
で
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
３
年
間
の
高
齢
者
に
関
す
る
保

健
、福
祉
、介
護
の
姿
を
示
す
「
白

浜
町
介
護
保
険
事
業
計
画
・
老
人

福
祉
計
画
」
の
作
成
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運

営
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
生

き
が
い
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る

計
画
に
つ
い
て
、
幅
広
い
意
見
等

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
被
保
険

者
・
保
健
医
療
関
係
者
・
福
祉
関

係
者
か
ら
な
る
15
人
の
代
表
に
よ

る
「
白
浜
町
介
護
保
険
事
業
計
画

等
作
成
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

今
後
、
高
齢
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
に
よ
る
実
態
調
査
、
高
齢

者
保
健
福
祉
事
業
や
介
護
保
険
事

業
の
実
施
状
況
、
次
期
計
画
へ
向

け
た
課
題
、
施
設
整
備
や
介
護
保

険
料
の
設
定
な
ど
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
や
団
体
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
等
と
協
議
を
図
り
な

が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
、
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
見

直
し
て
い
き
ま

す
。

問
役
場
民
生
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
９
３

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
８
月
は
現
況
届
提
出
の
月
で
す
～

有料広告募集中！



�　広報しらはま８月号

◆
申
込
方
法　

富
田
事
務
所
に
て

※
郵
送
の
場
合
、
ハ
ガ
キ
等
に
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
載
の

上
、
締
切
日
ま
で
に
必
着
に
て
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
町
が
運
営
し
て
い
る
農

園
に
入
園
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

〒
６
４
９
ー
２
３
３
２

　

白
浜
町
栄
７
３
１
ー
５

　

役
場
富
田
事
務
所
ふ
れ
あ
い
農

園
担
当　
　

☎
４
５
ー
０
０
０
９

学
校
給
食
調
理
員
の
募
集

　

調
理
員
の
登
録
を
し
て
い
た
だ

き
、
常
勤
調
理
員
が
休
暇
取
得
等

の
際
に
代
替
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　

必
要
書
類
を
そ
ろ
え
、
白
浜
町

教
育
委
員
会
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
人
数　

若
干
名

◆
年
齢　

50
歳
く
ら
い
ま
で
の
方

◆
通
勤

　

町
内
の
各
小
学
校
お
よ
び
給
食

セ
ン
タ
ー
へ
勤
務
で
き
る
方

　
（
条
件
に
よ
り
通
勤
手
当
の
支

４
月
２
日
～
平
成
16
年
１
月
31
日

生
）
の
方
、
Ⅰ
期
ま
た
は
Ⅱ
期
接

種
が
未
完
了
の
中
学
１
年
生
～
高

校
１
年
生
（
平
成
７
年
６
月
１

日
～
平
成
11
年
４
月
１
日
生
）
の

方
が
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に

は
、依
頼
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、

接
種
歴
を
母
子
手
帳
で
ご
確
認
の

う
え
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
）
第
４
期
予
防
接
種
に

つ
い
て

　

第
４
期
の
定
期
接
種
対
象
者

（
高
校
３
年
生
相
当
）
に
海
外
研

修
等
へ
行
く
高
校
２
年
生
相
当
の

年
齢
の
方
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
７
８

南
紀
白
浜
空
港
利
用
補
助
金
制

度
　

白
浜
町
南
紀
白
浜
空
港
利
用
促

進
期
成
会
で
は
、
南
紀
白
浜
空
港

の
利
用
促
進
の
一
環
と
し
て
、
白

浜
町
民
に
対
し
て
補
助
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。 

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

●
日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

平
成
７
年
６
月
１
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
は
定
期

予
防
接
種
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
後
に
重

い
病
気
に
な
っ
た
事
例
が
あ
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
平
成
17
年

度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
、
日
本

脳
炎
予
防
接
種
の
積
極
的
勧
奨
が

差
し
控
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、

接
種
機
会
を
逃
し
た
方
々
へ
の
接

種
機
会
の
確
保
が
す
す
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

Ⅰ
期
接
種
（
初
回
２
回
と
追
加

（
計
３
回
））
と
Ⅱ
期
接
種
（
１
回
）

の
４
回
の
接
種
を
行
い
ま
す
。

　

白
浜
町
で
は
、
Ⅰ
期
接
種
が
完

了
し
て
い
な
い
Ⅰ
期
（
３
～
７
歳

６
カ
月
未
満
）
と
Ⅱ
期
（
小
学
３

～
６
年
生
）
に
該
当
す
る
方
に
個

別
通
知
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ⅰ

期
接
種
が
完
了
し
て
い
る
小
学
４

～
６
年
生
の
方
に
は
Ⅱ
期
接
種
対

象
者
と
し
て
個
別
通
知
し
て
い
ま

す
。

　

右
記
以
外
の
Ⅰ
期
接
種
が
未

完
了
の
小
学
２
年
生
（
平
成
15
年

お知らせ INFORMATION

　

補
助
金
交
付
の
対
象
は
白
浜
町

民
が
、
３
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

ま
た
は
団
体
で
白
浜
～
東
京
便

を
ご
利
用
さ
れ
た
方
に
片
道
１
，

０
０
０
円
（
往
復
２
，０
０
０
円
） 

の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。 

　

搭
乗
券
ま
た
は
搭
乗
券
の
半
券

を
添
付
し
て
、
所
定
の
申
請
書
に

押
印
の
う
え
、
交
付
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。 

　

申
請
後
、
交
付
決
定
が
あ
っ
た

の
ち
に
、
口
座
振
替
ま
た
は
現
金

で
交
付
し
ま
す
。 

問
役
場
観
光
課
観
光
商
工
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
８

ふ
れ
あ
い
農
園
の
入
園
募
集

■
堅
田
ふ
れ
あ
い
農
園（
１
区
画
）

　
（
堅
田
６
６
７
番
地
の
１
）

◇
面
積　

約
37
㎡

◇
年
間
使
用
料　

５
，
０
０
０
円

（
９
月
か
ら
の
利
用
に
な
る
の
で

３
，
０
５
０
円
）

※
農
園
の
会
が
あ
り
、
水
道
料
金

含
む

◆
募
集
締
切
日　

８
月
16
日（
火
）

◆
抽
選
日

　

８
月
23
日
（
火
）
午
後
６
時

※
富
田
事
務
所
来
庁
が
条
件

節電にご協力をお願いします
夏場にかけて電力が不足することが考えられるため、節電へのご協力をお願いします。

　　　　　◆期　間：９月２３日まで（８月１２日～１６日を除く）
　　　　　◆時間帯：平日午前９時～午後８時（特に午後１時～４時）
　

なお、需給率が９７％を超え、停電の危険性が予測される場合には行政放送等で
　緊急的な節電のお願いを行いますので、ご理解とご協力をお願いします。
　　　

※和歌山県では、わかやま節電アクションプランとして節電対策を実施しています。

　　　※関西電力でんき予報で毎日の電力需要の状況を確認できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　問役場総務課節電担当　☎４３－５５５５

給
あ
り
）

◆
提
出
書
類

・
履
歴
書
（
顔
写
真
付
の
も
の
）

・
調
理
師
免
許
証
の
写
し

　
（
免
許
を
有
す
る
場
合
）

問
白
浜
町
教
育
委
員
会
総
務
学
事
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
８
３
０



広報しらはま８月号　�

◆
会
場

　

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン

タ
ー
２
階
（
上
富
田
消
防
署
裏
）

◆
対
象
者　

中
学
生
以
上
の
方

◆
定
員　

30
人
程
度
（
応
募
多
数

の
場
合
は
２
回
目
の
講
習
会
を
後

日
実
施
予
定
）

◆
講
習
内
容

　

成
人
・
小
児
・
乳
児
を
対
象
と

し
た
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

扱
い
、
異
物
除
去
法
、
止
血
法
、

骨
折
固
定
法
等
外
傷
の
応
急
手

当
、
傷
病
者
搬
送
法

◆
費
用　

無
料

◆
申
込
締
切　

８
月
31
日
（
水
）

※
実
技
中
心
と
な
る
た
め
、
動
き

や
す
い
服
装
、
運
動
靴
等
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昼
食
は

各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
白
浜
町
消
防
本
部

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
１
９

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

に
つ
い
て
の
お
願
い

　

和
歌
山
県
で
は
、
厚
生
労
働
省
所

管
の
も
と
、
本
年
も
毎
月
勤
労
統
計

調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
常
用
労
働
者
を

１
～
４
人
雇
用
す
る
事
業
所
を
対

※
防
火
管
理
資
格
と
は
？

　

ホ
テ
ル
や
共
同
住
宅
な
ど
で
一

定
以
上
の
収
容
人
員
が
あ
る
と
こ

ろ
に
は
防
火
管
理
者
が
必
要
で

す
。
そ
の
防
火
管
理
者
に
は
防
火

管
理
資
格
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

再
講
習
は
収
容
人
員
が
３
０
０
人

以
上
の
特
定
防
火
対
象
物
施
設
の

防
火
管
理
者
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

問
白
浜
町
消
防
本
部
（
予
防
係
） 

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
１
１
１
９

　

日
置
川
消
防
署

　
　
　
　
　

☎
５
２
ー
３
０
６
１

　

す
さ
み
消
防
署

　
　
　
　
　

☎
５
５
ー
２
２
３
７

上
級
救
命
講
習
の
ご
案
内

　

白
浜
町
消
防
本
部
で
は
、
田
辺

市
消
防
本
部
と
合
同
で
、
上
級
救

命
講
習
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
、
自
信
を
持
っ

て
救
命
・
応
急
手
当
が
で
き
る
よ

う
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
受
講
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
日
時

　

９
月
11
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

甲
種
防
火
管
理
資
格
取
得
講
習

会
の
ご
案
内

　

次
の
日
程
で
平
成
23
年
度
防
火

管
理
新
規
講
習
会
お
よ
び
防
火
管

理
再
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

【
新
規
講
習
】

　

10
月
３
日
（
月
）・
４
日
（
火
）

【
再
講
習
】
９
月
30
日
（
金
）

◆
場
所

　

白
浜
町
消
防
本
部
２
階
講
堂

◆
費
用

【
新
規
講
習
】
３
，１
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）

【
再
講
習
】
１
，
３
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）

◆
申
込
期
間

　

８
月
１
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　

９
月
２
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
日
除
く
、
各
講
習
定
員
30
人

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◆
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
載
し
、
写
真
貼
付
の
う
え
各
消

防
署
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
実
施
案
内
及
び
受
講
申
込
書
は

白
浜
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
最
寄
り
の
消

防
署
ま
で
）

お知らせ INFORMATION

象
に
、
わ
が
国
の
雇
用
労
働
者
の

賃
金
、
労
働
時
間
、
雇
用
の
変
動

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
年
１
回

実
施
さ
れ
、
景
気
判
断
や
経
済
情

勢
に
向
け
て
の
諸
政
策
な
ど
に
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に

は
、
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
統

計
調
査
員
が
訪
問
し
て
調
査
票
を

作
成
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、

「
統
計
法
」
に
よ
り
、
厳
し
く
秘

密
が
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
統
計

以
外
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す

が
、
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
和
歌
山
県
企
画
部
企
画
政
策
局

調
査
統
計
課

☎
０
７
３
ー
４
４
１
ー
２
３
９
１

和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ

イ
ト
後
期
受
講
生
募
集
中
！

　

和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ

イ
ト
で
は
、
２
０
１
１
年
度
後
期

大
学
院
科
目
等
履
修
生
・
学
部
開

放
授
業
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
大
学
院
授
業
】

・
ア
ジ
ア
経
済
の
最
新
動
向

　

12
／
９
・
10
・
16
・
17
、
１
／

６
・
７

・
観
光
の
現
状
と
課
題

　

11
／
11
・
12
・
18
・
19
・
25
・

26・
紀
伊
半
島
学
Ⅰ

　

10
／
７
・
８
・
14
・
15
・
28
・
29

※
金
曜
日
夜
間
（
午
後
６
時
30
分

～
８
時
50
分
）お
よ
び
土
曜
日（
午

前
10
時
～
午
後
４
時
）
に
開
講

◆
定
員　

各
10
人

◆
申
込
締
切
日　

８
月
31
日（
水
）

【
学
部
開
放
授
業
】

・
統
計
で
社
会
を
考
え
る

　

10
／
１
・
８
・
15
・
22
・
29
、

11
／
５

・
日
本
の
歴
史
地
理

　

11
／
12
・
19
・
26
、
12
／
３
・

10
・
17

※
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
５
時
）

に
開
講

◆
定
員　

各
50
人

◆
申
込
締
切
日　

９
月
15
日（
木
）

◆
場
所

　

情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｉ
ｇ
・
Ｕ

問
和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ

イ
ト
事
務
室

　
　
　
　
　

☎
２
３
ー
３
９
７
７

（
火
曜
日
～
土
曜
日
午
前
10
時
～

午
後
５
時
）
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遊
ん
で
、
学
ぶ
「
楽
し
む
子
育

て
講
座
」
わ
く
わ
く
子
育
て
！

親
子
の
広
場

　

私
た
ち
大
人
は
、
子
ど
も
の
発

達
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一
緒

に
学
び
考
え
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時　

８
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
会
場

　

和
歌
山
県
教
育
セ
ン
タ
ー
学
び

の
丘
（
Ｂ
ｉ
ｇ
・
Ｕ
内
）

◆
対
象

　

就
学
前
の
子
ど
も
・
小
学
生
の

保
護
者

◆
テ
ー
マ

　

子
ど
も
の
発
達
と
子
育
て

◆
講
師　

　

県
教
育
相
談
室
長

　

稲い
な

田だ

進の
ぶ

彦ひ
こ　

氏

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
方
法

　

講
座
の
５
日
前
ま
で
電
話
に
て

受
付
（
定
員
30
人
、
先
着
順
）

問
和
歌
山
県
教
育
セ
ン
タ
ー
学
び

の
丘

☎
０
７
３
９
ー
２
６
ー
３
５
１
１

障
が
い
児
・
者
相
談
支
援
窓
口

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族

の
方
が
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活

を
送
る
た
め
に
、
日
常
生
活
や
社

会
生
活
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
た
り
、情
報
提
供
を
行
い
、

暮
ら
し
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

◆
相
談
日
お
よ
び
相
談
員（
予
定
）

◇
８
月
３
日
（
水
）

　

ふ
た
ば
福
祉
会
・
や
お
き
福
祉
会

◇
８
月
10
日
（
水
）

　

コ
ス
モ
ス
福
祉
会
・
ふ
た
ば
福
祉
会

◇
８
月
17
日
（
水
）

　

や
お
き
福
祉
会
・
コ
ス
モ
ス
福
祉
会

◇
８
月
24
日
（
水
）

　

ふ
た
ば
福
祉
会
・
や
お
き
福
祉
会

◇
８
月
31
日
（
水
）

　

コ
ス
モ
ス
福
祉
会
・
ふ
た
ば
福
祉
会

◆
場
所

　

元
白
浜
町
教
育
委
員
会
事
務
所

◆
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◆
相
談
日
の
電
話
番
号

　

☎
４
３
ー
５
６
６
６

（
相
談
日
以
外
は
役
場
民
生
課
福

祉
係
へ
転
送
さ
れ
ま
す
）

※
相
談
内
容
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
役
場
民
生
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
７
０
２

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や

い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
白
浜
地
区
】

◇
８
月
８
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
日
置
川
地
区
】

◇
８
月
17
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
み
ま
い
荘

※
人
権
相
談
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
合
同
相
談
で
す
。

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
受
け
付
け
ま
す
。

【
白
浜
地
区
】

◇
８
月
８
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

【
日
置
川
地
区
】

◇
８
月
４
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
み
ま
い
荘

就
職
促
進
相
談
会
の
開
催

　

就
職
促
進
相
談
員
（
就
職
の
促

進
お
よ
び
職
業
の
安
定
を
図
る
た

め
、
振
興
局
に
配
置
さ
れ
た
相
談

員
）
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

情
報
や
情
報
誌
を
持
参
し
て
、
職

業
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
予
約
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
８
月
９
日
（
火
）

・
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

   

会
場
…
日
置
川
拠
点
公
民
館

・
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

   

会
場
…
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◇
８
月
25
日
（
木
）

・
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

   

会
場
…
中
央
公
民
館

問
西
牟
婁
振
興
局
地
域
振
興
部
企

画
産
業
課　

☎
２
６
ー
７
９
４
７

コース 対象年齢 受　　付

航空学生
（パイロット等養成コース）

１８歳以上
～２１歳未満の者 ８月１日（月）～９月９日（金）

一般曹候補生
（曹となる自衛官養成コース）

１８歳以上
～２７歳未満の者 ８月１日（月）～９月９日（金）

自衛官候補生
（任期制コース）

１８歳以上
～２７歳未満の者 ９月中旬まで

防衛大学校学生
（幹部自衛官養成コース）

１８歳以上
～２１歳未満の者 ９月５日（月）～９月３０日（金）

防衛医科大学校学生
（医師である幹部自衛官養成コース）

１８歳以上
～２１歳未満の者 ９月５日（月）～９月３０日（金）

看護学生
（看護師養成コース）

１８歳以上
～２４歳未満の者 ９月５日（月）～９月３０日（金）

～ 平成２３年度 自衛官募集説明会 ～

問自衛隊和歌山地方協力本部田辺地域事務所　☎２４－６２１９

日　　　時 場　　　所

８月２８日（日）
９月１１日（日）

午前１０時～１１時３０分  田辺市民総合センター２階相談室

午後１時３０分～３時  情報交流センターＢｉｇ・Ｕ

※９月１１日の説明会は、航空学生・一般曹候補生を除く

お知らせ INFORMATION
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　６月１９日、オーシャンサーフチャレンジｉｎ白浜２０１１が白良浜で
開催されました。
　これは西日本で唯一の大会で、今年は全国から１４チーム・男女計
１１５人のライフセーバー（水難
救助員）が出場し、技術や持久力
を競い合いました。
　ボードリレーやビーチフラッグ
ス、また、実際の救助活動を競技
にしたものもあり、白熱の試合が
展開されました。

第１２回オーシャンサーフチャレンジ

　　　　　　　　　ｉｎ白浜２０１１

「災害発生時における応急対策業務に関する協定」を締結

　７月６日、白浜町、和歌山県ＬＰガス協会田辺支部による「災害発生時における応急対策業務に関する協定」を
締結しました。

　この協定は、災害発生時の支援活動を円滑に行うことができるよう定
めたものです。
　役場本庁において行われた調印式には、水本町長、和歌山県ＬＰガス
協会田辺支部中

なか

田
た

基
もと

晴
はる

支部長、小
こ

山
やま

陽
よう

一
いち

郎
ろう

事務局長、白浜ガス株式会社
岩
いわ

橋
はし

修
しゅう

代表取締役が出席し、調印後には災害発生時の連絡体制や活動体
制などについて話し合われました。

海や川の一斉清掃

　白浜町環境保全協議会が主催する海や川の一斉清掃が６月２５日の午前６時
から白浜町全域で行われました。
　約３，２００人の参加があり、海岸や河川のごみ拾いや草刈りを行い約２２ト
ンのごみを回収することができました。
　２回目は９月３日（土）に予定しています。ご協力をお願いします。

白浜ウェルカムサポーター結成式

　７月１２日、ＡＬＬ白浜 “ ここでしかできない旅 ” 実行委員会（岡
おか

本
もと

重
しげ

之
ゆき

実行委員長）による白浜ウェルカム
サポーター結成式が行われました。
　ウェルカムサポーターは、観光客の方々に対し、町の地理案内や観光
スポットの紹介などのサポートをします。現在２３人の登録があり、募
集は随時行っています。
　結成式には登録者等約２０人が参加し、ウェルカムサポーター部会の
片
かた

田
だ

一
かず

誠
せい

部会長から結成の経過や今後の活動についての説明を受け、登
録証や腕章が配布されました。
　登録については、白浜まちなか総合案内所（☎４３－１６１８）まで。
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町
長
車
座
集
会
を
始
め
ま
し
た

　

６
月
22
日
、
上
露
区
を
皮
切
り

に
町
長
車
座
集
会
を
始
め
ま
し

た
。

　

こ
の
集
会
は
、
町
長
が
直
接
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
町
政
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

と
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
で
す
。

　

町
で
は
今
後
、
順
次
町
内
会
・

区
ご
と
に
日
程
を
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
開
催
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
・
区
の
皆
さ
ま
か
ら
希

望
さ
れ
る
日
程
を
ご
連
絡
い
た
だ

け
ま
し
た
ら
、
そ
の
都
度
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
内
会
・
区
に
限
ら
ず
、

広
く
町
民
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。　

少
人
数
の
グ
ル
ー

プ
単
位
で
町

長
と
意
見
交

換
を
希
望
さ

れ
る
方
に
つ

い
て
も
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
秘
書
担
当

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
５
５
５

　去る７月５日、白浜会館において開催いたしまし
た招魂祭におきまして、以下の祭文をお供えいたし
ました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　かえりみますれば、諸霊は先の大戦において純粋
な祖国愛に燃え、愛する妻、子、親、兄弟をふるさ
とに残し、銃弾飛びかう戦場に赴き、国の内外にお
いて散華されたことは、私どもにとって、永遠に忘
れることのできない深い悲しみであり、痛恨の極み
でございます。ここにあらためて、英霊をお偲び申
し上げますとともに、ご遺族の皆さま方におかれま
しては、最愛の肉親を失い、時代の風雪に耐えなが
ら、立派に子弟を養育し、また家業に精励してこら
れたそのご努力に対し、心から敬意を表するもので
ございます。
　我が国の発展は、今や世界注視の的となり、郷土
白浜町も戦前には想像もできなかった繁栄を見てお
ります。しかしながら、その陰には、先の大戦で幾
多の尊い英霊が散華されていることを忘れることは
できません。
　私も含めました戦後生まれの世代が多くを占める
までになった現在、ともすればあの惨禍の記憶を
薄れさせるような風潮がございますが、今日、私ど
もがこの平和とこうした郷土の繁栄を享受できるの
も、諸霊の限りないご加護とご遺族の皆さま方のご
努力の賜であり、ここに衷心より深く感謝申し上げ
る次第でございます。されどこうした日本の状況を
よそに、今なお世界の一部の地域では、止まること
なき戦禍により、多くの人々が苦しみの日々を過ご

されておられます。
　混迷する世界情勢のなか、私どもは、御霊の何事
にもかえがたい献身的な真心で得られた教訓を肝に
銘じ、更なる世界平和実現のため、一層の努力をし
ていかなければならないと考えているところでござ
います。真の平和への取り組みは、英霊のご遺徳の
礎の上に生きる私どもに課せられた責務であり、御
霊に報いる唯一の道であると信じているところでご
ざいます。
　今、我が国は、３月１１日に起こりました東日本
大震災におきまして、未曾有の国難ともいうべき事
態です。犠牲になられた方々や被災された方々には、
衷心よりお悔やみとお見舞いを申し上げるととも
に、１日も早い被災地の復興を願う次第でございま
す。そして、この国難を乗り切るためには、諸霊が
祖国をお守りいただいたお志しを大切にして、国民
が一致団結し、諸霊の如く頑張らなければならない
と決意する次第でございます。
　今後とも私どもは、尊い御霊となられた戦没者諸
氏の愛国の至情を片時も忘れることなく、英霊の残
されたご功績を偲び、平和を守り、再び悲しみの歴
史を繰り返さない決意を新たに、豊かな町づくりに
向け、鋭意邁進することをあらためてお誓い申し上
げるものでございます。そして、明治天皇御製を御
霊に捧げます。

「おのが身は　かえりみずして　人のため
　　　　　　つくすぞ　人の　つとめ　なりける」

　　　　　白浜町英霊顕彰会　会長　水本　雄三

　　　　　　　　　　　　　　６６年目の夏を迎えるにあたって

VOL．１2

町 長 だ よ り町 長 だ よ り

白浜町長　水本　雄三
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健
康
だ
よ
り　

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
４
３
ー
０
１
７
８
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

　
　
　

効
果
い
ろ
い
ろ

●
肥
満
防
止

　

多
く
の
酸
素
を
体
内
に
取
り
入

れ
る
こ
と
で
効
率
よ
く
体
脂
肪
を

燃
焼
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
老
化
防
止

　

足
の
筋
肉
が
活
発
に
動
く
こ
と

で
大
脳
が
刺
激
さ
れ
、
脳
細
胞
が

活
性
化
し
、
脳
の
老
化
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
ス
ト
レ
ス
解
消

　

ス
ト
レ
ス
や
不
安
、
緊
張
な
ど

精
神
面
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
係

す
る
自
律
神
経
系
の
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
ま
す
。

●
生
活
習
慣
病
の
予
防

　

血
液
量
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り

血
管
の
弾
力
が
増
し
て
高
血
圧
を

予
防
し
ま
す
。
ま
た
、
善
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し
、
悪
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
す
こ
と
に

よ
り
動
脈
硬
化
を
予
防
し
ま
す
。

足
は
第
二
の
心
臓

　

血
液
は
、
ポ
ン
プ
の
役
割
を
し

て
い
る
心
臓
か
ら
全
身
に
送
り
届

け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
下
半
身

か
ら
心
臓
へ
は
重
力
の
影
響
も
あ

り
戻
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
な
方
で
も
、
夕
方
に
な
る

と
足
が
む
く
ん
で
し
ま
う
の
は
こ

の
た
め
で
す
。

　

足
を
動
か
す
こ
と
で
筋
肉
が
収

縮
し
、
血
液
を
上
へ
押
し
上
げ
る

心
臓
の
よ
う
な
ポ
ン
プ
作
用
が
あ

る
の
で
す
。

　

白
浜
町
で
は
、
今
年
度
も
「
歩

く
歩
く
白
浜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
歩
数
計
を
貸
与

し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
関
す
る
講

座
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
、
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
白
浜
町
に
お
住
ま
い
の
20
歳

以
上
の
方
が
参
加
で
き
ま
す
。

　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
た

い
」、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
仲
間
を
見

つ
け
た
い
」
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
２
・
３
ペ
ー
ジ
の
詳
細
な
内
容

を
ご
覧
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
酸
素
を
体
内
に
取
り
込
み
な
が
ら
行
う
有
酸
素
運

動
の
１
つ
で
、
脂
肪
燃
焼
や
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　

運
動
不
足
の
方
や
高
齢
者
の
方
な
ど
も
安
全
に
手
軽
に
で
き
る
運
動

で
す
。
あ
な
た
も
始
め
ま
せ
ん
か
。



1�　広報しらはま８月号

行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

８月９日（火） 13：00 ～ 13：10  中央保健センター
 ２歳６か月児相談
 ( 全町 ) 平成 21 年 1 月生

８月２３日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １０か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 22 年 9 月生

８月２４日（水） 13：00 ～ 13：10  日置川拠点公民館
 ４か月・１０か月児健診
 ( 日置川地域 ) 平成 23 年 3・4 月生
　　　　　　　平成 22 年 9・10 月生

８月２５日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ４か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 23 年 4 月生

予防接種 ８月２６日（金） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＢＣＧ予防接種

栄養相談
８月１日（月）

  ※次回９月５日
9：00 ～ 12：00  中央保健センター

 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々
 の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問
 い合わせください。

生きがい広場
毎週月曜日

  ※１５日は休み
 13：00 ～ 15：00  美之浦保健センター

 血圧測定のほか、囲碁将棋など、お気軽
 にお越しください。

ストレッチ体操 毎週月曜日  13：30 ～ 15：00  美之浦保健センター

子育て支援室 ８月３日（水）  10：30 ～ 12：00  日置保育園
 子育てに関する相談など、保健師が応じ
 ますのでお気軽にお越しください。

献血 ８月２日（火）

10：00 ～ 12：00  オークワ日置店

 皆さまのご協力をよろしくお願いします。

13：30 ～ 16：00  日置川拠点公民館

８
月
の
予
定
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〒 649-2511　白浜町日置 197-1
高齢者生活福祉センター「夢の里」内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikigawa@shirahama-syakyo.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　info@shirahama-syakyo.jp

　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　  http://www.shirahama-syakyo.jp/ 

だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　
　

～　

行
政
機
関
と
の
連
携
、
地
域
支
援
事
業
を
通
し
て　

～

事
業
内
容

　
　

皆
さ
ま
の
お
住
ま
い
の
地
域
で
、
健
康

　

づ
く
り
や
介
護
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
開

　

催
し
ま
せ
ん
か
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
（
例
）

　

・
認
知
症
予
防
、
認
知
症
ケ
ア

　

・
介
護
技
術
指
導
、
腰
痛
体
操

　

・
栄
養
改
善
、
口
腔
ケ
ア
な
ど

　

※
勉
強
会
の
後
、
福
祉
に
つ
い
て
、
皆
さ

　

ま
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
座
談
会
の
開

　

催
も
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
人
数

　
　

１
回
あ
た
り
10
人
程
度

お
問
い
合
わ
せ

　
　

勉
強
会
の
内
容
や
参

　

加
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と

　

で
も
結
構
で
す
。
一
度
、

　

社
協
ま
で
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。
担
当
よ

　

り
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
役
場
民
生
課
か
ら
の

受
託
事
業
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
支
援
事
業

事
業
内
容

　
　

あ
な
た
の
思
い
を
話
し
ま
せ
ん
か
？

　
　
「
介
護
で
困
っ
た
と
き
に
ど
こ
に
相
談

　

す
れ
ば
い
い
の
？
」、「
介
護
ス
ト
レ
ス
や

　

病
気
が
心
配
」
な
ど
、
介
護
に
つ
い
て
同

　

じ
悩
み
を
持
つ
方
々
が
集
ま
り
、
交
流
す

　

る
場
が
、
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い
で
す
。

日　
　

時

　
　

８
月
17
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～

場　
　

所

　
　

農
業
研
修
会
館
１
階
研
修
室

参  

加  

費

　
　

無
料
（
送
迎
が
必
要
な
場
合
は
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。）

参
加
申
込

　
　

社
協
各
支
部
、
役
場
民
生
課
地
域
包
括

　

支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

て
申
請
書
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
込
締
切

　
　

８
月
10
日
（
水
）

お
問
い
合
わ
せ

　
　

詳
細
は
、
社
協
各
支
部
ま
で
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

事
業
内
容

　
　

外
出
機
会
が
少
な
く
、
ご
自
宅
に
閉
じ

　

こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
　

本
事
業
で
は
、町
内
６
カ
所
の
拠
点
で
、

　

楽
し
い
仲
間
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
を
推

　

進
し
、
ま
た
、
体
力
測
定
や
健
康
チ
ェ
ッ

　

ク
、
口
腔
ケ
ア
や
栄
養
指
導
、
認
知
症
ケ

　

ア
な
ど
の
講
座
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

利  

用  

料

　
　

１
回
１
，
０
０
０
円
（
昼
食
代
５
０
０

　

円
含
む
）

お
問
い
合
わ
せ

　
　

利
用
対
象
者
、
申
込
方
法
お
よ
び
そ
の

　

他
に
つ
い
て
は
役

　

場
民
生
課
健
康
増

　

進
係
ま
た
は
社
協

　

各
支
部
ま
で
お
気

　

軽
に
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
す
べ
て
の
方
が
利
用
対
象
と
は
な

り
か
ね
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

デ
イ
サ
ロ
ン
事
業



1�　広報しらはま８月号

※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

日 程 内　　容 会　　場

8/1 司法書士 本部事務所

8/8 人　　権 本部事務所

8/15 一　　般 本部事務所

8/22 弁 護 士 本部事務所

8/29 一　　般 本部事務所

9/5 司法書士 本部事務所

白 浜 支 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各支部事務所まで。

なお、1 人約 15 分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

8/5 弁 護 士 川添山村活性化支援センター

8/10 多重債務 高齢者生活福祉センター

8/17 人　　権 み　ま　い　荘 

8/24 一　　般 川添山村活性化支援センター

9/2 弁 護 士 高齢者生活福祉センター

福 祉 相 談 所 設 置 日 程

【時間】13 時 30 分から 16 時
　　　　　　　　( 当日受付は 15 時まで )

◎多重債務相談も受け付けています。

　北富田小学校５・６年生福祉体験学習実施

　６月７日に北富田小学校にて福祉体験学習を実施しま
した。５年生３２人、６年生１９人を対象に車椅子体験、
アイマスク体験、高齢者擬
似体験を行いました。体験
を通して、相手の立場に立
って物事を考える大切さを
学んでもらえたのではない
かと思います。

【湯崎地区の様子】

　
 地域のつなぎ役、見守り役として

  福祉委員会議を町内１７カ所で開催！

福祉委員の役割は・・・
　地域のなかで『福祉課題を抱えて困っている方』
と専門機関とのつなぎ役、声かけや訪問などを通し
て支援していただく見守り役など。

見守り体制づくり・・・
　福祉の制度は充実してきてはいるものの、すき間
がたくさんあります。そのすき間は専門職の活動だ
けでは埋まりません。地
域の方の見守りや支援活
動を必要としています。
福祉委員さんの活動が地
域の見守りや支え合いに
つながります。

　福祉委員の皆さま、会議へのご参加ありがとうご
ざいました。今年度も、本会活動へのご協力をよろ
しくお願いいたします。

　福祉体験学習では、点字体験を通して、視覚障
がいを持たれた方との交流も行っています。
　また、町内在住の中

なか

村
むら

武
たけ

子
こ

さんは、「第３８回
和歌山県盲人俳句大会」の席題の部において、
　　『　熊野古道　平安衣装に　衣替え　』
という句で、最優秀賞である天賞を受賞しました。
　このような当事者の皆さまの活動や社会参加を
支援し、交流や体験を大切にした、触れることが
できる、感じることができる福祉教育を推進して
いきます。

　

 

寄
付
者
ご
芳
名

　
　

　
　

東
白
浜　
　
　

岩い
わ
き城　

寿と
し
ゆ
き之　

　

 

様

　
　
　

平　
　
　
　

大お
お
は
し橋　

熊く
ま
お男　

　

 

様

　
　

安　

宅　
　
　

場ば
た
に谷　

知と
も
か
ず一　

 　

様

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
23
年
６
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
と
は
？

　
　

判
断
能
力
の
不
十
分
な
高
齢
者
や
知
的

　

障
が
い
、
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
が

　

安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
定
期
的
に

　

お
伺
い
し
、
お
手
伝
い
す
る
事
業
で
す
。

生
活
支
援
員
と
は
？

　
　

そ
の
よ
う
な
方
々
が
、
で
き
る
だ
け
住

　

み
慣
れ
た
家
で
生
活
す
る
た
め
の
お
手
伝

　

い
を
し
て
く
だ
さ
る
方
で
す
。

生
活
支
援
募
集
!!

　
　

生
活
費
の
出
金
や
公
共
料
金
な
ど
の
支

　

払
い
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け

　

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。　

　
　

詳
し
く
は
、
社
協

　

白
浜
本
部
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
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▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼

中
央
公
民
館
だ
よ
り

 

～
白
浜
物
語
～　
【
エ
ッ
セ
ー
書
こ
う
会
】

 『
七
人
塚
』（
場
所　

日
置
地
区　

市
鹿
野
上
路
）

　

市
鹿
野
荘
に
、
温ぬ

く

井い

角か
く

太だ

夫ゆ
う

と

い
う
庄
屋
が
い
た
。

　

角
太
夫
は
、
庄
屋
と
い
う
地
位

を
利
用
し
て
、
定
め
ら
れ
た
以
上

の
年
貢
を
、
村
人
か
ら
取
り
立
て

て
私
腹
を
肥
や
し
た
り
、
村
人
を

自
分
の
小
作
人
の
よ
う
に
こ
き
使

っ
た
り
し
て
、
ま
る
で
豪
族
の
棟

領
の
よ
う
に
振
舞
っ
て
い
た
。

　

一
言
で
も
角
太
夫
の
意
に
反
し

た
こ
と
を
云
え
ば
、
手
下
を
使
っ

て
嫌
が
ら
せ
や
暴
力
を
ふ
る
う
の

で
、
村
人
は
、
黙
っ
て
従
う
し
か

な
か
っ
た
。

　

耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た
村
人
は
、

村
人
全
員
で
談
合
の
末
、
す
さ
み

の
代
官
所
へ
直
訴
し
た
。

　

し
か
し
、
日
頃
角
太
夫
に
金
品

を
贈
ら
れ
て
い
た
役
人
た
ち
は
、

直
訴
を
ま
と
も
に
取
り
上
げ
る
こ

と
な
く
、
根
拠
の
な
い
訴
え
で
あ

る
と
し
て
、
訴
人
七
人
に
死
刑
を

言
い
渡
し
た
。

　

七
人
は
処
刑
人
を
命
じ
ら
れ
た

角
太
夫
に
よ
っ
て
斬
首
さ
れ
た
。

　

罪
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
墓
に

葬
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
七

人
の
た
め
に
、
村
人
は
市
鹿
野
橋

の
そ
ば
、
上
路
に
あ
る
八
幡
神
社

の
隣
に
、
七
基
の
塚
を
建
立
し
、

密
か
に
七
人
を
祀
っ
た
。

　

現
在
も
そ
の
塚
は
村
人
に
よ
っ

て
大
切
に
お
守
り
さ
れ
て
い
る
。

　

温
井
角
太
夫
が
奉
納
し
た
手
水

鉢
が
、
市
鹿
野
神
社
境
内
に
あ
り
、

実
在
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
白
浜
物

語
」
で
）

白
浜
遊
学
講
座「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
展
」

　

６
月
10
日
、
白
浜
遊
学
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
神
戸
市
立
博
物
館
で

開
催
さ
れ
て
い
る
大
英
博
物
館
古

代
ギ
リ
シ
ャ
展
を
観
覧
し
ま
し

た
。

　

多
数
の
応
募
の
中
か
ら
抽
選

で
46
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
南
京
町
に
て
昼
食
を
済

ま
せ
、博
物
館
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　

古
代
ギ
リ
シ
ャ
展
に
は
、
大

英
博
物
館
が
世
界
に
誇
る
ギ
リ

シ
ャ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
厳
選

さ
れ
た
彫
像
や
壺
絵
、
レ
リ
ー
フ

等
１
３
０
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
日
本
初
公
開
と
な
る
円
盤

投
げ
（
デ
ィ
ス
コ
ボ
ロ
ス
）
も
展

示
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
は
ゆ
っ

く
り
と
観
覧
し
て
い
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
生
募
集
！

　

公
民
館
の
自
主
サ
ー
ク
ル
「
南

紀
白
浜
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ

ブ
」
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
受

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
対
象　

町
内
に
在
住
す

る
40
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

（
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
ビ
ス
タ
以
上
を

所
有
の
方
）

◆
定　
　

員　

18
人

◆
募
集
締
切　

８
月
19
日
（
金
）

◆
学
習
期
間　

　

９
月
～
平
成
24
年
７
月

◆
授  

業  

日　

　

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
30
分
～

◆
費　
　

用　

９
，０
０
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
等
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
央
公
民

館
窓
口
に
置
い
て
い
ま
す
募
集
要

項
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

問
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
４
２
ー
２
２
６
９

　

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
責
任
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　

真ま

鍋な
べ

寿と
し

啓ひ
ろ

☎
０
９
０
ー
３
１
８
７
ー
９
５
２
８

白
浜
老
人
大
学
６
月
例
会

　

６
月
例
会
で
は
、「
昭
和
初
期

か
ら
戦
後
の
白
浜
」
に
つ
い
て
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に

紀
州
博
物
館
学
芸
員
の
玉た

ま

田だ

伝で
ん

一い
ち

郎ろ
う

氏
を
迎
え
、
当
時
の
写
真
を
見

な
が
ら
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

出
席
し
た
学
生
の
お
父
さ
ん
の

写
真
も
あ
り
、
ま
た
、
昔
の
白
浜

の
温
泉
祭
り
等
、
と
て
も
懐
か
し

い
と
当
時
の
思
い
出
を
語
っ
て
く

れ
た
学
生
も
い
ま
し
た
。

♪
公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
ご
紹
介
♪

　

今
回
、
ご
紹
介
す
る
サ
ー
ク
ル

は
、
押
し
絵
・
木き

目め

込こ
み

・
和
紙
人

形
サ
ー
ク
ル
で
す
。
講
師
の
坂さ

か

下し
た

緋ひ

美み

先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

日
本
の
昔
な
が
ら
の
伝
統
の
押

し
絵
を
学
び
な
が
ら
、
み
ん
な
で

楽
し
く
コ
ツ
コ
ツ
と
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
端は

し

布ぬ
の

を
使
っ
て
小
物
人
形

作
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
私
た
ち
と
一
緒
に
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
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日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

白浜町人権資料保存整理について
　平成１９年８月１３日、人権委員会より町長宛に人権資料保存整理（旧日置川町）について書面により提言
があり、これを受けて、平成１９年８月２１日に人権委員会の３役と町長の懇談会を得て、人権委員会・住民
交流センター運営審議委員会・社会教育委員・文化財保護審議会・教育委員・人権擁護委員連絡会より８人の
委員を委嘱しました。
　平成２０年１１月に「白浜町人権資料保存整理委員会」が発足して以来、白浜町における人権資料等を有効
に活用できるようにと、日置川地域における人権資料の収集・分類業務を進めてきましたが、このたび、すべ
ての作業が終了し、「所蔵資料目録」を作成する運びとなりました。
　資料の中には、老朽化のため表紙等が破れていたり、背文字の消えてしまっている冊子等もあり、それらを
修繕しながらの作業となりました。
　整理された人権資料については、住民交流センター２階の図書室に保管され、閲覧することはできますが、
禁帯出扱いとなります。
　また、できあがった「所蔵資料目録」については、町内関係機関や資料のご提供をいただいた方々に配布す
る予定です。

問日置川事務所住民交流センター　☎５２ー２４４６　

し
あ
わ
せ
講
座
（
法
話
と
音
楽
の
夕
べ
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
し
た

　

日
置
分
館（
尾お

崎ざ
き

彰あ
き

宏ひ
ろ

分
館
長
）

で
は
、
６
月
21
日
に
聖
福
寺
の
関せ

き

守も
り

研け
ん

悟ご

住
職
を
お
迎
え
し
て
「
法

話
と
音
楽
の
夕
べ
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
60
人

を
超
え
る
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ギ
タ
ー
と
ピ
ア
ノ
を
伴
奏
に
、

「
春
の
小
川
」
や
「
花
」
な
ど
の

唱
歌
や
童
謡
を
四
季
に
沿
っ
て
披

露
し
て
い
た
だ
き
、
透
き
と
お
っ

た
そ
の
声
は
、
心
の
奥
ま
で
染
み

渡
る
ほ
ど
魅
力
的
で
し
た
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
「
故
郷
」
を

会
場
全
員
で
合
唱
し
、
盛
況
の
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

６
・
７
月
活
動
報
告

　

 

～
市
鹿
野
家
庭
学
級
～

　

市
鹿
野
家
庭
学
級
で
は
、
６
月

に「
石
け
ん
作
り
」、７
月
に
は「
茶

道
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

石
け
ん
作
り
で
は
、
苛
性
ソ
ー

ダ
や
廃
油
等
の
材
料
と
水
を
一
斗

缶
に
入
れ
て
よ
く
か
き
混
ぜ
、
翌

日
ま
で
寝
か
せ
て
か
ら
適
度
に
切

り
分
け
て
完
成
し
ま
し
た
。

　

一
方
の
茶
道
教
室
で
は
、
拠
点

公
民
館
の
日
置
茶
道
サ
ー
ク
ル
で

指
導
さ
れ
て
い
る
森も

り

田た

薫
か
お
る

先
生

を
講
師
に
招
い
て
、
茶
道
の
作
法

な
ど
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

　

森
田
先
生
の
素
晴
ら
し
い
一
連

の
所
作
に
、
茶
道
の
お
も
て
な
し

の
心
が
体
現
さ
れ
て
い
る
の
が
わ

か
り
、
日
本
古
来
の
文
化
の
奥
深

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

盆体育大会出場者募集！！
主催　日置川地域体育振興協議会

種  　目 バレーボール 野球 バドミントン

日 　 時
８月１３日（土）

午後７時～

８月１４日（日）

午前９時～

８月２２日（月）

午後７時～

場　  所 日置中体育館
総合運動場

（日置若者広場）
日置中体育館

申込締切 ８月９日（火）午後５時までに日置川教育事務所まで

参 加 費 ３，０００円 ３，０００円

１人５００円

※申し込みはミッ

クスダブルスのみ

監督会議

抽 選 会

８月９日（火）

午後８時～

８月９日（火）

午後７時３０分～

組み合わせは

当日会場にて

※熱中症予防のため、各自飲み物を

ご用意ください

【懐かしい唱歌をみんなで】

【見よう見まねで行儀良く】
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～親子クラブ行事紹介～

第６回白浜町ドッジボール大会

　☆優　勝　　日置っ子ドリームズ

　☆準優勝　　レッドサンダーズ

　　　　　　　（椿親子クラブ）

　６月２６日、町立総合体育館で郡ドッジボール大会の
予選も兼ねた第６回白浜町ドッジボール大会を開催しま
した。

　体育館いっぱいに響きわた
る大きな声援と歓声。親も子
もみんな気持ちはひとつ。
　日ごろの練習の成果を発揮
し、一生懸命がんばりました。

野外活動講習会～アウトドアを楽しもう～

　７月１０日、最高のアウトドア日和に、野外料理や野
外工作の仕方について、講習会を行いました。
今回は、西牟婁地方ジュニ
アリーダークラブ「ドルフィ
ン」の中高生・社会人１４
人がみんなのお兄さん、お
姉さんとなり、指導を手伝っ
てくれました。
　毎年恒例の飯ごう炊飯。「熱い、熱い」と言いながらも、
火加減をきちんと見たかいもあって、ふっくらとおいし
く炊きあがりました。
　のこぎりやナイフを使って、竹のコップとお箸づくり。
竹のコップで飲むお茶は、竹の匂いがしておいしいとみ
んな驚いていました。

　白浜の町は夏を楽しむ人

でいっぱいです。

　「１年ぶりやね、おかえり」

と声をかけると、にこっと

笑ってくれます。

　マンションで夏休みを送

る子どもたちや、おじいちゃ

ん、おばあちゃんちへやって

きた子どもたち。

　「図書館に来るの楽しみにしててん」、こちらもうれし

い再会です。

　今年の夏は、一度きり。

『心に残る本』を見つけに

図書館へ来ませんか。

　新しい本のコーナーで

選ぶもよし、本棚をゆっ

くり回りながら決めるも

よし、忙しい日常生活の

中で、ほんの少し自分のために楽しい時間を過ごしま

しょう！！

☆おはなし玉手箱
　本館・富田分室　毎週土曜日　午前１１時～
　８月１３日・２０日・２７日
　（８月６日は夏休み連続おはなしの日を開催します。）
☆夏休み連続おはなしの日
　本館・富田分室　午前１１時～
　８月３日（水）～７日（日）
☆しらはま子どもの本の会 
　８月はお休みです。

８月の行事

じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！

おめでとう！
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し
ら
は
ま

　
　

俳
壇
コ
ー
ナ
ー

　

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の

皆
さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
広
報
担

当
ま
で
。

安
居
俳
句
会

　

掌
の
蛍

ほ
う
た
る

山
の
顔
放
つ　
　
　
　
　

み
き
ゑ

　

炎
天
下
桧
山
杉
山
夏
か
す
み　
　

久ひ
さ

枝え

　

時
ほ
と
と
ぎ
す鳥

青
葉
の
風
に
啼
き
初
め
し　

金き
ん

次じ

郎ろ
う

　

蛍
に
迎
へ
ら
れ
た
り
蛍
狩
り　
　

汐し
お

美み

【白浜町瀬戸　在住】

 山口　和
かず

起
き

 くん       （平成２０年２月２５日生）

 　　　來
らい

真
しん

 くん       （平成２１年１２月３０日生）

　　　　
（パパ・ママ メッセージ）

　　　時にはけんかもしながら兄弟仲良くね！

　　　　　　　　　　　　父　和
かず

哉
や

さん・母　真
ま

起
き

子
こ

さん

『わがやのスター』募集中！

（詳しくは、役場総務課広報担当まで）

わがやのスター

市
鹿
野
若
草
会

　

女
郎
蜘
蛛
我
出
す
糸
に
知
恵
を
出
す　

く
す

　

眠
り
草
触
れ
れ
ば
昼
も
眠
り
た
り　
　

貞さ
だ

美み

　

星
祭
全
校
生
徒
十
一
人　
　
　
　
　
　

サ
ダ
子

　

節
電
の
二
文
字
壁
に
夏
に
入
る　
　
　

桂け
い

子こ

　

退
院
す
雲
ひ
と
つ
無
き
緑
縁
に　
　
　

み
き
枝え

　

五
月
雨
を
聞
き
つ
夫
と
豆
を
剥
く　
　

京
き
ょ
う

子こ

　

十
薬
の
臭
き
匂
ひ
を
通
夜
の
座
に　
　

昭あ
き

代よ

　

紫あ
じ
さ
い

陽
花
に
送
ら
れ
柩
緩ゆ

る
り

出
づ　
　
　
　

量か
ず

子こ

　

部
屋
の
中
片
づ
け
ら
れ
ず
梅
雨
籠
り　

み
ち
子
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白
浜
町 

総
務
課　

☎
０
７
３
９
・
４
３
・
５
５
５
５
（
代
）

　

〒
６
４
９
ー
２
２
１
１　

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
白
浜
町
１
６
０
０
番
地

http://www.town.shirahama.wakayama.jp

～ 世界と交流するまち白浜 ～

　　姉 妹 浜：「白良浜」と米国ハワイ州ホノルル市「ワイキキビーチ」（２０００. ７．２０）
　　友好都市：米国ハワイ州ホノルル市（２００４. ２. １３）　大韓民国果川市（２００９. ６. ３０）

　世界遺産とは、遺跡や文化的な価値の高い建造物、貴重な自然環境を保護・保全し、人類

にとってかけがえのない共通の財産を後世に継承していくことを目的に、世界遺産条約に基

づく世界遺産リストに記載されている物件のことをいいます。

　「紀伊山地の霊場と参詣道」は平成１６年７月７日に世界遺産に記載されたものであり、

和歌山県、奈良県、三重県の３県にまたがる「紀伊山地」を舞台とする「吉野・大峰」、「熊

野三山」、「高野山」の３つの「山岳霊場」とそこに至る「参詣道」およびその周囲を取り巻

く「文化的景観」が主役となっている世界でも類を見ない資産として価値の高いものです。

　白浜町においては、「参詣道」のうち、「大
おお

辺
へ

路
ち

富
とん

田
だ

坂
ざか

」と「大
おお

辺
へ

路
ち

仏
ほとけ

坂
ざか

」が登録資産となっ

ています。

　貴重な歴史文化遺産である「大辺路富田坂」と「大辺路仏坂」を次世代に継承し、適切に

活用していきたいと考えていますので、町民の皆さま方のご協力をよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　問白浜町教育委員会生涯学習係　☎４３－５８３０

平成２３年春の叙勲受章

瑞ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章

（
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
）

岡お
か

本も
と　

平へ
い

三ぞ
う 

氏
（
71
歳
）

　
　
　
　
　
【
市
鹿
野
地
区
】

　

昭
和
35
年
４
月
１
日
に
大
阪
府
巡

査
を
拝
命
さ
れ
て
以
来
、
41
年
の
永

き
に
わ
た
り
警
察
職
務
に
精
励
し
、

公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
尽
力

し
、
特
に
地
域
・
看
守
部
門
で
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
警
ら
用
無
線
自
動
車
の
運

転
で
は
、
右
に
出
る
者
が
い
な
い
ほ

ど
の
専
門
官
で
あ
り
、
警
部
補
に
な

る
ま
で
の
18
年
間
３
所
属
で
従
事
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
職
務
に
あ
た
り
、

計
６
回
の
無
事
故
表
彰
を
本
部
長
よ

り
受
賞
す
る
な
ど
、
安
定
感
は
抜
群

で
あ
り
ま
し
た
。

　

警
部
補
に
な
ら
れ
て
か
ら
は
、
看

守
業
務
に
つ
き
ま
し
た
が
、
最
後
の

８
年
間
で
職
務
に
精
通
し
て
被
疑
者

の
逃
走
、
自
殺
の
防
止
や
被
留
置
者

の
処
遇
改
善
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

世界遺産
「紀伊山地の霊場と参詣道」

の保全と活用について


